
一
四
六

書体の覆刻

築
地
活
版
を
代
表
す
る
仮
名
書
体
で
す
。

築
地
活
版
が
五
号
仮
名
を
い
つ
こ

の

後
期
五
号
仮
名
に

切
り
替
え
た
の

か
は
調
査
不
足
で
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

た
ぶ
ん
築
地
活
版
の

種
字
彫
り
師
の

練
度
が
最
高
潮
に

達
ι
た
明
治
三
〇
年

代
中
頃
で
は
な
い
で

ι
ょ
う
か
。

明
治
三
六
年
の

『
活
版
見
本
』

の

「
五
号

片
平
仮
名
書
体
見
本
」

は
す
で
に

後
期
五
号
仮
名
に
替
わ
っ
て
い
ま

す
★
図
三
七

。

覆
刻
の

資
料
と

ι
た
見
本
帳
は
、

大
正
二
（

一
九
一
三
）

年
三
月
改
正
『
五
号

明
朝
活
字
総
数
見
（
以
下

不
明

）』

で

す
★
図
三
八

。

　

『
活
版
見
本
』

を
見
る
と
、

後
期
五
号
の

「
と
」

の

縦
画
は

「
点
」

の

形

を
と
り
、

私
達
が
い
ま
見
慣
れ
て
い
る
縦
に

作
る

「
μ
」

は

使
わ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
「
お
」
「
え
」

は

「
於
」
「
江
」

の

草
体
（
今
で
は
変
体
仮
名
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す

）
が
入
っ
て
い
ま

築
地
体
後
期
五
号
仮
名

小
宮
山
博
史

現
在
ま

で

影
響
を
与
え
続
け

て

い

る

完
成
度
の

高
い

美
ι
い

書
体



一
四
七

書体の覆刻

★
図
三
七―

一
…
…
『
東
京
築
地
活
版
製
造
所
活
版
見
本
』
収
録
の
五
号
仮
名
見
本
。



一
四
八

書体の覆刻

★
図
三
七―

二
…
…
『
東
京
築
地
活
版
製
造
所
活
版
見
本
』
収
録
の
五
号
仮
名
見
本
。
後
期
五
号
仮
名
の
他
に
太
仮
名
が
あ
る
。



一
四
九

書体の覆刻

★
図
三
八
…
…
東
京
築
地
活
版
製
造
所
『
五
号
明
朝
活
字
総
数

見
（
以
下
不
明
）』
の
後
半
部
分
。
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
が
増
え
、

豊
か
な
五
号
書
体
群
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

﹇
一
五
〇
〜
一
五
五
頁
参
照
﹈

す
。
「
え
」
の

字
形
は

万
葉
仮
名
の

ほ

う

に

入
っ

て

い

ま

す
が
「
お
」
の

字
形
は

入
っ

て

お

ら

ず
、

こ
の

時
点
で

は

「
お
」

の

字
形
は

作
ら

れ

て

い

な

か

っ

た
の

か

も

し

れ

ま

せ

ん
。

大
正
二
年
の

見
本
帳
の

「
平
仮
名
及
び
付
属
物
」

も

草
体
の

「
於
」

と

「
江
」

で

す

が
、「
万
葉
仮
名
」
と

し

て
「
お
」
「
え
」
が
入
っ

て

お

り
、縦
画
を

垂
直
に

作
る
「
μ
」

も
入
っ

て

い

ま

す
。

片
仮
名
は

水
平
を

指
向
し

て

い

た

前
期
五
号
の

デ

ザ
イ

ン

を

す

て
、

毛
筆
楷
書
に
の

っ

と

っ

た

字
形
に

ま

と

め

ら

れ

て

い

ま

す
。

後
期
五
号
仮
名
の

字
形
は
、

手
書
き
の

自
然
な

美
し

さ

を

失
う

こ

と

な

く

正
方
形
へ

の

無
理
の

な

い

定
型
化
が

す

す

ん

で

い

ま

す
。

種
字
彫
り

師
は
、

明
治
五
年
平
野
富
二

に

乞
わ

れ

て

入
社
し

て

以
来
三
〇
年
、

研
鑽
を

積
み

彫
り

師
と

し

て
爛
熟
期
を

迎
え

た

竹
口
芳
五
郎
で

は

な

い

か

と

ひ

そ

か

に

思
っ

て

い

ま

す
。

こ
の

書
体
は

こ
の

の

ち

多
く

の

印
刷
所
、

活
字
鋳
造
所
に

よ

っ

て

複
製
・

改
刻
さ

れ
日
本
全
土
に

広
が

っ

て

い

き

ま

し

た
。

そ
の

結
果
本
文
用
仮
名
は

豊
か

な

書
体
群
を
構
築
す

る

こ

と

が

で

き
、

変
化
に

と

ん

だ
タ

イ

ポ

グ

ラ

フ

ィ

を

展
開
し

な

が

ら

今
に

い

た

り

ま

す
。

こ

こ

で

改
刻
と

は

ど
の

程
度
の

違
い

を

い

う
の

か

見
て

み

ま

し

ょ

う
。

書
体
の

改
良

は

読
者
に

は

ほ

と

ん

ど

目
に

つ

く

こ

と

が

あ

り

ま

せ

ん

が
、

注
意
し

て

見
れ

ば
、

そ

れ

が

「
改
悪
」

で

な

け

れ

ば

印
刷
面
は

た

し

か

に

以
前
と

は
違
っ

て
明
る

く
、

目
に

余
計

な

刺
激
が

な

い

な

と

感
じ

る

は

ず

で

す
。

明
治
初
年
の

こ

と

で

す

が
、

わ

が

国
の

母
型
師
の

草
分
け

で
、

の

ち

に

名
人
母
型
師

字じ

母ぼ

吉き
ち

と
称
さ

れ

た

小
倉
吉
蔵
は

最
初
平
野
活
版
で

仕
事
を

し

て

い

ま

し

た
。 

明
治
八
年
母
型
の

製
法
を

学
ぶ

た

め

に

上
海
に

派
遣
さ

れ

ま

し

た

が
、

理
由
は

わ

か

り

ま

せ

ん

が

帰
国
後
会
社
に

戻
ら

ず
、

日
本
各
地
の

活
版
製
造
所
を

ま

わ

っ

て
技
術
を

伝
え

た

そ

う

で

す
。

こ
の

後
も

上
海
に

渡
り

母
型
制
作
の

技
術
を
極
め

た

た

め
、

母
型

★
築
地
体
後
期
五
号
仮
名
（
一
五
級
）

★
游
築
五
号
仮
名Std W

3

（
一
五
級
）



一
五
〇

書体の覆刻



一
五
一

書体の覆刻



一
五
二

書体の覆刻



一
五
三

書体の覆刻



一
五
四

書体の覆刻



一
五
五

書体の覆刻



書体の覆刻

一
五
六

★
図
三
九―

一
…
…
小
倉
宗
吉
『
名
刺
と
葉
書
用
見
本
』（
昭

和
七
年
一
一
月
発
行
）の
表
紙
。

★
築
地
体
後
期
五
号
仮
名
（
一
五
級
）

制
作
に

か

ん

し

て

小
倉
吉
蔵
の

右
に
出
る

も
の

は

い

な

か

っ

た

と

い

わ

れ

て

い

ま

す
。

こ
の

名
人
母
型
師
小
倉
吉
蔵
の

長
男
が

小
倉
宗
吉
で
、

祖
父
の

名
前
を

受
け

継
い

で

い

ま

す
。
こ
の

字
母
宗
こ

と

小
倉
宗
吉
が

昭
和
七
年
一
一
月
発
行
し

た

パ

ン

フ

レ

ッ

ト
『
名

刺
と

葉
書
用
見
本
』

に

は

「
築
地
形
五
号
平
仮
名
」

と

い

う

名
前
で

後
期
五
号
を

改
刻

し

た

平
仮
名
が

載
っ

て

い

ま

す

★
図
三
九

。

後
期
五
号
と

く

ら

べ

る

と
、「
は
」
の

最
後
の

止
め
の

位
置
が

少
し

上
に

上
が

っ

て

軽

く

な

っ

て

い

る

こ

と

が

わ

か

り

ま

す
。
改
良
と

い

っ

て

も

い

い

で

し

ょ

う
。
「
μ
」
は
終

筆
部
が

短
く

な

っ

て

い

ま

す

が
、

私
は

後
期
五
号
の

「
μ
」

の

ほ

う

が

美
し

い

と

思
い

ま

す
。
「
た
」

は

脈
絡
を

切
っ

て

い

ま

す
。
「
お
」

は

縦
画
が

垂
直
に

近
く

な

っ

て

い

ま

す
。

後
期
五
号
は

や

や

左
に

倒
す

作
り
方
で

す

が
、

改
刻
後
の

ほ

う

が

動
き

は

あ

り

ま

せ

ん

が

安
定
感
が

あ

り

ま

す
。「
あ
」
は

縦
画
と

左
下
へ
の

ハ

ラ
イ

が

離
れ

空
き

を

作
っ

て

い

ま

す
。

後
期
五
号
は

左
下
へ
の

ハ

ラ
イ

が

縦
画
か

ら

出
て

い

ま

す
の

で
、

三
角
形

の

空
間
は

あ

り

ま

せ

ん
。「
ひ
」
は

曲
線
で

囲
ま

れ

た

ふ

と

こ

ろ

が

広
く

な

っ

て

い

ま

す
。
「
せ
」
も

左
右
の

縦
画
間
を

広
げ

て

い

ま

す
。
後
期
五
号
と

字
母
宗
五
号
を

拡
大
し

て

合
わ

せ

て

み

れ

ば

も

っ

と

違
い

が

で

る

と

思
い

ま

す

が
、

ち

ょ

っ

と

見
た

だ

け

で

も

平
仮
名
清
音
四
八
字
中
七
字
が
替
わ

っ

て

い

る

こ

と

が

わ

か

る

と

思
い

ま

す
。

こ
の

七
字
で

見
た

よ

う

な
些
細

な
変
更
が

改
刻
の

程
度
で

す
。

改
刻
は

新
し

く

種
字
を

新
刻
す

る

か
、

既

製
の

活
字
の

表
面
を
目
の

細
か

い

砥
石
で

す

り
、

少
し

線
が

太
く

な

っ

た

と

こ

ろ

で

彫
刻
刀
で

線
の

位
置
を
変
え

な

が

ら

細
め

て

い

く

か
の
、

ど

ち

ら

か
の

方
法
に

よ

り

ま

す
。

後
者
は

「
サ

ラ

エ
」

と

い

う
技
術
で
、

昭
和

に

な

っ

て

か

ら

案
出
さ

れ

た

と

い

わ

れ

て

い

ま

す

が
、

も

っ

と

早
く

か

ら



書体の覆刻

一
五
七

★
図
三
九―

二
…
…
小
倉
宗
吉
『
名
刺
と
葉
書
用
見
本
』（
昭
和
七
年
一
一
月
発
行
）の
書
体
見
本
。「
築
地
形
五
号
」「
築
地
形
九
ポ
」
と
表
記
し
て
い
る
。

使
わ

れ

て

い

た
の

で

は

な

い

か

と

想

像
し

て

い

ま

す
。

名
作
の

誉
れ
高
い

株
式
会
社
写
研

の

石
井
中
明
朝
体
（M

M
-A
-O
K
S

）

は
、

後
期
五
号
の

書
風
を

受
け

継
ぎ

そ

れ

を

見
事
に

改
刻
し

て

い

ま

す
。

築
地
活
版
は

こ
の

の

ち

こ

れ

ま

で

に

作
っ

た

各
種
優
秀
書
体
を

超
え

る

造
形
を

生
み
出
す

こ

と

が

で

き

ず
、

蓄
積
し

た

財
産
を

食
い

つ

ぶ

し

つ

つ

昭
和
一
三
（
一
九
三
八
）

年
解
散
に

い

た

り

ま

す
。

後
期
五
号
は
、

日
本
の

活
字
書
体

を

牽
引
し

た

東
京
築
地
活
版
製
造
所

が
、

培
っ

た

技
術
と
感
性
を

振
り
絞

っ

て

生
み
出
し
、

最
後
の

光
芒
を

放

っ

た

書
体
で

あ

り

ま

し

た
。

⦿
組
版
仕
様

　
書
体
＝
ヒ
ラ
ギ
ノ
明
朝
Std W

4
（
漢
字
・
欧
文
・
ア
ラ
ビ
ア
数
字
）＋
築
地
体
後
期
五
号
仮
名
（
仮
名
，
「
日
本
の
活
字
書
体
名
作
精
選
」
よ
り
）

　
見
出
し
＝
サ
イ
ズ
：
60
級
／
本
文
（
p.146

）＝
サ
イ
ズ
：
24
級
，
字
送
り
：
30
歯
，
行
送
り
：
36
歯

　
本
文
（
p.149, p.156

～
p.157

）＝
サ
イ
ズ
：
16
級
，
字
送
り
：
20
歯
，
行
送
り
：
30
歯
，
1
行
：
33
字
詰
め
・
22
行

⦿
発
行
＝
大
日
本
ス
ク
リ
ー
ン
製
造
株
式
会
社
　
⦿
デ
ザ
イ
ン
・
組
版
＝
向
井
裕
一
（
glyph
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